
 
多様性の世の中で                校長  宮崎 隆史 

 
令和６(2024)年も、「行く月、逃げる月」と呼ばれる１月、２月が終わろうとしてお

り、間もなく「去る月」の 3 月を迎えます。３年生の卒業が間近となってきました。

西山中学校を支えてきた 3 年生との別れは寂しい限りですが、心を込めた卒業証書授

与式の開催へ向けて、在校生・職員共々準備を進めております。 
 
さて、昨年 12 月の「西山の空」で、物流・運送業界の「2024 年問題」として、時

間外労働の上限が適用されることに関連して、インターネットショッピングの普及に伴

う再配達業務の増加問題や、「カスタマーハラスメント」について述べました。 

私たちの生活スタイルは、以前と比べて非常に多様化しています。それに伴い、求め

られるサービスに対応してきた業界が、「2024 年問題」に直面しています。そこで、

サービスを求めることについて再考してはどうか、という問題提起をしたつもりです。 
 
「多様性」と聞くと、みなさんはどのようなイメージを浮かべるでしょうか。私は、

「自由」や「権利」、そしてそれと対極の「差別」という言葉を関連付けて考えます。 

例えば、性の多様化。みなさんは、異性を好きになる、異性と結

婚するのが当たり前、という考えをもっていませんか。体の性がど

ちらであっても、心の性の持ちようは何に縛られる必要もありませ

ん。心の性がどちらであっても、それに体の性を合わせることもま

た、強制されるものではなく、個人の自由です。心の性と体の性は、

全ての人が一致している訳ではありません。それが広く認識される

ようになったことで、性的マイノリティと呼ばれた人たちの人権が

尊重されるようになり、権利が拡大しています。しかし、その権利

拡大に反対する人たちによる活動が、差別として存在しています。 

先日視聴したある番組では、表現の多様性をたくさん感じました。あるアーティスト

の曲は、歌詞に差別用語が使われているために一時期民放では放送禁止となっていまし

た。しかし、歌詞のメッセージ性が時代を超えて評価され続け、近年放送されるように

なり、この日も過去の放送映像が流されていました。また、ボーカロイド曲の流行は、

アーティストの見た目や性別に左右されることなく、良い作品は良いという評価がされ

やすくなったことが要因の一つだと紹介されていました。曲ではなく映画の演説シーン

をバックに踊るダンスユニットのパフォーマンスも披露されました。 

様々な手法で表現させた自分の思いを込めた作品が、多くの人々の心をとらえている

ことを純粋に素晴らしいと感じるとともに、それぞれが抗う対象である物事への意識も、

見過ごしてはならないものだと思います。 
 
中学校を卒業するみなさんの、その先の人生の過ごし方は、実に多様です。進路先や

就職先、住む場所を決めることに加え、趣味の時間の過ごし方等も自由であり、権利が

保障されています。ただしそこには、誰かの人権を損ねてはならない義務や責任があり

ます。それを無視して自分の主張ばかりを優先する言動が、「○○ハラスメント」とな

ったり、時には他者への「差別」に至ったりするのです。 

自分の可能性の実現に向けての努力とともに、他者の可能性を応援し支えることを継

続して、これから先の人生を実り大きなものにしてほしいと願います。 
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１２月に保護者の皆様より御協力いただきました「学校生活アンケート」の結果を紹介

いたします。数値は肯定的評価の割合（％）です。矢印は、７月比で顕著なもの（５％以

上の変化があったもの）です。 

アンケートへの御協力、ありがとうございました。 

 

・ 「学校へ行くのを楽しみにしている」「充実感・満足感をもって学校生活を送っている」

に対する回答の肯定的評価は、生徒、保護者共に９割前後です。多くの生徒たちは１年

を通して充実した学校生活を送ることができたと捉えています。しかし、全員ではない

ことをしっかりと受け止め、１００％を目指して取り組んでいきます。 

 

・ 「計画的に家庭学習を行っている」に対する生徒の回答の肯定的評価の割合が、７月に

比べてやや落ち込んでいます。一方で、テスト前には昼休みに教室で自主学習を行って

いる生徒もいます。授業での学びをより深められるような計画的な自主学習ができるよ

う、支援していきます。 

 

・ 「早寝・早起き・朝ごはんを意識し、より良い生活習慣の定着に努めている」に対する

生徒の回答の肯定的評価の割合が、(R4.12 月)７５．３ → (R5.7 月)７８．４ → 

(R5.12月)８３．０と、少しずつ上がっています。今年度、学校保健委員会で『睡眠』

に焦点をあて、より良い生活習慣定着に向けて取り組みました。今後も、保護者の皆様

のご協力をよろしくお願いいたします。 

 評価項目 生 徒 保護者 

１ 学校へ行くのを楽しみにしている。 ９０．０ ８８．４ 

２ 充実感・満足感をもって学校生活を送っている。 ９１．０ ９１．９↑ 

３ 自分の生き方（毎日の生活や卒業後の自分の姿）について、真剣に考えている。 ８３．１ ５９．０ 

４ 学習したことを家庭で話をしている。 ６３．３ ６２．８ 

５ 計画的に家庭学習を行っている。 ５８．９↓ ５２．４ 

６ 中学生らしいさわやかなあいさつが身に付いている。 ９３．３ ７６．５ 

７ やるべきことに対して、粘り強く最後まで取り組んでいる。 ８７．８ ７５．３↑ 

８ いじめの定義を理解し、自分の行動に責任をもって過ごしている。 ９６．６ ９７．６↑ 

９ 相手の立場や気持ちを感じとり、思いやりの心をもって行動している。 ９７．８ ９１．７ 

10 生徒会活動や行事で、他の生徒と協力しながら積極的に取り組んでいる。 ９３．３ ８６．７ 

11 体力や気力の向上に挑戦し、心身を鍛えようとしている。 ７６．７↓ ７１．４ 

12 早寝・早起き・朝ごはんを意識し、より良い生活習慣の定着に努めている。 ８３．０ ７０．６ 

13 メディア利用のルールを守り、メディアとの望ましいかかわり方が身に付いている。 ７３．３ ４３．５ 

14 トラブルや災害など、危険を予測し、いざというときには適切な行動をとることができる。 ９３．３ ７７．３ 

15 先生は、生徒一人一人を大切にし、時には温かく時には厳しく指導している。 １００．０ １００．０ 

16 学校・学年たよりや HP等を通して、教育活動の方針や学校での子どもの様子が家庭に伝わっている。  ９５．３ 

学校評価（学校生活アンケート）の結果より 



【学校への要望（一部抜粋）】 
●もう少し学校だよりの更新をしてほしい。 

 → ホームページの更新が滞ることがあり、申し訳ございませんでした。タイムリーな

情報発信に努めていきます。 

●地下道が常に湿っていて滑りやすいのであまり通りたくないと言っているので対応を検

討してください。→ 市への要望を継続していきます。 

●全校生徒をバス通学にしてください（特に冬季）。 

 → 市への要望を継続していきます。 

●保護者が学校に行く機会を増やしてほしい。例えば職業に関しての授業や西山中へおい

で事業など保護者の参加を許可してほしいです。学校の活動の様子がわからないです。 

 → オープンスクールの日を月に１回程度設定したいと思います。可能な限り、各種便

りで事前にお知らせいたします。 
 
 
 
 

２月２日（金）、第２回生徒総会が行わ

れました。 
この１年間、生徒会を中心に、生徒が主体

となって様々な活動が展開されてきました。

今年度活動を振り返り、成果と課題につい

て意見交換し、来年度の方向性を全校生徒

で確認することができました。 

その後は、新旧役員の引継ぎ式。３年生のリーダー達から１，

２年生へのバトンタッチです。新しいリーダー達は緊張した中に

も、引きしまった表情で３年生からのバトンを受け取っていまし

た。西山中学校生徒会の更なる前進を期待したいと思います。 

 

 

 

 

２月１４日（水）１年生で、講師に柏崎アニメスタジオの荒尾哲也様、長澤達也様を

お招きしキャリア講演会が実施されました。 

生徒自身が新たな目標を立てたり、将来の自分をイメージしたりできるような視点か

ら、柏崎から全国へ発信しようとする強い想いや生き方を中心に話をしていただきまし

た。「得意・不得意よりも、好きかどうかが職業選択には大切である」、「中学生のうち

は失敗しても大丈夫」などの話を聞き、生徒たちは自分自身の将来や生き方に対する価

値観や考え方を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒総会～今年度を振り返り、新たなスタートに向けて～ 

よりよい生き方を追求！キャリア教育の実践より② 



 

人権教育・同和教育の一環として２月１４日（水）には、

YouRbe（ゆあるびい）の YuiTo 様をお招きしました。 

事前学習として、保健体育の時間に「人間の性の４つの

要素（身体的な性、性自認、性的指向、性表現）」とセクシ

ャルマイノリティ「LGBTQ」への理解を深め、心や感情は人それぞれであり、一人一

人が違うのがあたりまえであることを学びました。 

当日は性的マイノリティーに関することや YuiTo 様ご自身の生き方や考え方を学ぶ

ことで、「自分らしく生きること」の大切さを深く考えることができました。様々な立

場の人々を尊重しながら関わり合える姿を期待したいと思います。 

 

 

 

２月２２日（木）、「３年生 ありがとう Day」が 

行われました。１，２年生が、３年生に感謝の気持ちを伝

えたり、全校生徒で楽しいひとときを過ごしたりするため

に、各委員会で企画・運営をしました。 

思い出を振り返る掲示物や放送、全校生徒のつながりを

感じることができるレクリエーションなどで、３年生との

素敵な思い出を増やすことができました。 

ここまで西山中学校をリードしてくれた３年生と、心の

こもった会を運営してくれた１，２年生に感謝しながら、

全校生徒が更に飛躍することを期待したいと思います。 

 

３月の予定 ※今後の状況によって、変更する可能性があります 
日 曜 予  定 日 曜 予  定 

１ 金  17 日  

２ 土  18 月  

３ 日  19 火  

４ 月 第 45 回卒業証書授与式 20 水 春分の日 

５ 火  21 木  

６ 水 公立高校一般選抜学力検査 22 金 後期終業式 

７ 木  23 土 年度末休業日開始 

８ 金  24 日  

９ 土  25 月 離任式 

10 日  26 火  

11 月  27 水  

12 火  28 木  

13 水  29 金  

14 木 ２年生修学旅行 30 土  

15 金    公立高校合格発表 31 日  

16 土     

 

右の QR コードに 

アクセスいただき、 

学校や生徒の様子 

をご覧ください。 

性の多様性から考える 

３年生 ありがとうＤａｙ 


